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こ
と
で
は
一
九
六

O
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
貿
易
・
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」
以
後

k
b
け
る
自
由
化
の
経
過
に
つ
い
て
取
扱
う

己
と
に
す
る
。
日
本
政
府
白
基
本
方
針
は
治
よ
そ
次
の
よ
う
去
も
の
で
あ
っ
た
。

(1) 

貿
易
お
よ
び
為
替
白
自
由
化
は
、
各
国
の
経
済
交
流
を
活
発
に
し
、
世
界
経
済
全
般
の
発
展
を
阿
る
た
め
の
基
本
的
方
向
で
あ
る
が
、
わ
が
国
も

(2) 
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
こ
り
よ
う
な
自
由
化
の
大
勢
に
積
極
的
に
順
応
し
て
ゆ
〈
こ
と
が
肝
要
な
情
勢
に
な
っ
て
き
た
。

わ
が
国
経
済
の
発
展
の
た
め
に
は
、
海
外
諸
国
と
り
向
由
交
品
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
自
体
に
ー
と
っ
て
も
自
由
化
は
き
わ
め
て

(3) 
重
要
な
課
題
で
あ
る

最
近
の
日
本
経
済
は
、
高
度
成
長
を
物
価
安
定
と
困
際
収
支
由
黒
子
基
調
刊
の
下
に
達
成
し
つ
つ
あ
り
、
自
由
化
の
推
進
の
基
脅
か
で
き
つ
つ
あ

る。

(4) 
与 合
し 理白
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モ
し
て
さ
b
に
ζ

の
自
由
化
計
画
大
綱
は
、
自
由
化
計
画
を
実
施
す
る
に
当
ヮ

τわ
が
国
経
済
の
特
殊
性
に
対
す
る
十
分
の
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
計
画
は
内
外
情
勢
の
進
展
に
応
じ
弾
力
的
に
実
施
せ

b
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

商
品
別
自
由
化
計
画
に
よ
る
と
、
六

O
年
四
月
現
在
に
沿
い
て
四

O
%で
あ
づ
た
自
由
化
率
(
前
年
輸
入
通
関
総
額
に
し
め
る
自
由

化
品
日
の
比
率
)
を
、
三
年
後
に
は
約
八

O
M判
(
石
炭
、
石
油
を
自
由
化
し
た
場
合
は
九

O
%
)
に
引
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
モ
の
後
こ
の
目
標
は
変
更
さ
れ
六
二
年
十
月
を
期
限
と
す
る
よ
う
、
六
ヶ
月
短
縮
さ
れ
た
。

計
画
変
更
に
つ
い

τは
内
外
の
情
勢
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
外
国
か

b
の
影
響
と
し
て
は
、

I
・
M
-
F
か
ら
、
令
・
ド
ル
準
備
白
増
加
を
理
由
に
、
為
替
制
限
の
撤
廃
を
勧
告
さ
れ
る
恐
れ
白
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
勧
告
を
さ
け
る
た
め
に
日
本
は
、
自
ら
の
手
で
自
由
化
を
急
が
ね
ば
な

b
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
園
内
心
問
題
と
し
て
は
、
六

一
年
初
頭
以
来
の
国
際
収
支
の
悪
化
を
あ
庁
ね
ば
な

b
ぬ
。
日
木
は
国
際
収
支
の
悪
化
に
対
処
し
つ
つ
、
自
由
化
を
推
進
す
る
と
い
う

閑
難
な
課
題
を
に
な
わ
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

六
一
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
「
新
同
由
化
計
画
大
綱
」
に
よ
る
と
そ
の
宅
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
基
本
方
針
と
し
て
左
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

ω
自
由
化
は

九
六
二
年
十
月
に
九
C
M刊
の
自
由
化
率
達
成
を
目
標
に
す
る
が
、
同
時
に
政
府
は
財
政
金
融
な
ど
の
総
合
対
扱
で
国
際
収
支
の
均
衡

に
努
め
る
。

(2) 

ま
た
白
由
他
の
準
備
と
し
て
必
要
な
近
代
化
、
合
理
化
投
資
を
確
保
し
、
産
業
構
造
の
高
度
化
と
エ
不
ル
ギ
l
対
践
を
強
力
に
進
め
る
。

)
 

3
 

(
 
輸
出
振
興
に
は
格
段
の
考
慮
を
払
い
、
国
産
品
普
及
を
進
め
る
。

農
林
漁
業
、
中
小
企
業
な
ど
の
近
代
化
を
促
進
し
、
産
業
転
換
に
必
要
な
助
成
措
置
を
講
ず
る
。

(4) (5) 

自
由
化
対
策
と
し
て
悶
税
制
度
を
押
力
的
に
運
用
し
、
対
日
輸
入
制
限
会
緩
和
す
る
よ
う
相
手
国
に
強
く
要
望
す
る
。



俳
商
品
別
自
由
化
対
策
を
し
て
は
①
機
械
工
業
の
専
門
生
産
体
制
の
強
化
、
販
売
金
融
措
置
の
拡
大
③
化
学
て
業
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
に
対
す
る
優

迎
措
置
④
石
炭
の
需
要
確
保
、
石
炭
専
問
船
の
建
造
、
離
職
者
対
策
な
ど
の
推
進
④
万
年
筆
、
か
み
そ
り
の
刃
、
皮
革
製
品
な
ど
中
小
企
業
に
対
す

る
技
術
改
普
旅
E
適
切
な
関
税
措
置
な
ど
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
仏
治
、
商
品
別
自
由
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
左
白
通
り
で
あ
る
。
①
自
由
化
困
難
と
い
わ
れ
亡
き
た
農
水
産
物
と
右
油
も
六
二
年
十

月
ま
で
に
自
由
化
す
る
②
綿
製
品
、
消
費
物
資
な
ど
は
相
手
国
の
対
日
輸
入
制
限
の
態
度
に
応
じ
て
弾
力
的
に
運
用
す
る
③
こ
の
計
四

達
成
の
た
め
に
は
農
林
漁
業
、
中
小
企
業
、
ェ
、
ネ
ル
ギ

1
左
ど
の
白
由
化
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
ど
白
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
白
由
化
率
は
六
二
年
十
月
七
O
供
、
六
二
年
四
月
七
六
%
、
同
年
十
月
九
O
%
と
な
る
予
定
。

な
お
こ
の
円
由
化
計
聞
に
掲
げ
ら
れ
て
い
在
い
沿
も
な
い
川
目
は
重
一
電
機
、
乗
用
車
、
電
子
計
掛
機
、
産
業
機
械
の
一
郎
、
鋼
、
鉛
、

亜
鉛
、
チ
ー
ズ
、
ハ
タ
ー
な
ど
心
酪
農
品
で
、
こ
れ

b
の
品
目
は
六
三
年
春
以
降
も
ガ
ッ
ト
(
関
税
・
貿
易
一
般
協
定
)
の
ウ
工

l

ハ

ー
(
自
由
化
義
務
免
除
〕

D
適
刷
を
申
請
し
て
日
由
化
を
遅
ら
せ
る
方
針
で
あ
る
。

「
通
商
白
書
」
一
九
六
一
年
阪
は
、
白
由
化
率
の
推
移
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
数
字
を
か
か
げ
て
W
る。

貿
易
自
由
化
を
め
ざ
す
政
府
む
基
本
方
針
、
お
よ
び
最
近
の
傾
向
は
右
の
通
り

第 1喪

わが国の日由化事白排蒋

4 Jヨ 22%

4月 31%

4月 33%

4月 34%

1月 370/0

4月 41%

7月 42私

10月 44%

4月 62%

6-7月 65特

(通商内書 1961 p.52) 

1956年

1957年

1958年

1959年

1960年

1961年

自
由
也
と
日
本
貿
晶

で
あ
る
。

一
九
五
九
年
I
M
F
、
G
A
T
T
な
ど
の
国
際
会
議
そ
の
他
に
お
円
て
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
先
進
国
か
ら
、
日
木
に
対
す
る
自
由
化
の
要
請
が
あ
ヮ
た
と
さ
、

日
本
が
こ
れ
に
対
し
て
か
な
り
ち
ゅ
う
ち
工
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
日
本
に

は
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
比
較
し
て
、
自
由
化
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
在
経
済
構
造

が
存
在
し
た
か

b
で
あ
る
。

第
一
に
、
日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
進
ん
だ
工
業
国
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア

第
八
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八
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メ
リ
カ
や
ヨ

l
ロ
ッ
(
の
主
要
工
業
国
に
比
較
す
る
と
、
多
く
の
商
品
に
お
い
て
、
ま
だ
そ
の
生
産
力
水
準
が
キ
や
劣
っ
て
い
る
。
す

友
わ
ち
繊
維
を
中
心
と
す
る
軽
工
業
で
は
優
れ

τ
い
る
が
、
重
化
学
工
業
に
お
い
て
は
、
若
干
の
商
品
を
除
い
て
、
そ
の
輸
出
競
争
力

は
欧
米
に
劣
っ
て
い
る
。
し
か
も
ア
ジ
ア
市
場
が
今
後
要
求
す
る
商
品
種
類
は
、
己
れ

b
重
化
p
f
工
業
品
で
あ
る
。
こ
の
た
め
日
本
は

自
由
化
に
ふ
み
さ
る
前
に
、
こ
れ
ら
重
化
学
工
業
部
門
の
生
産
性
引
上
げ
を
試
み
よ
う
と
し

τ
い
る

J
現
在
日
本
の
政
府
が
実
行
し
て

い
る
経
済
成
長
政
策
は
、
己
心
方
向
を
め
ざ
し
て
円
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
日
本
経
済
に
は
、
ま
だ
二
重
構
造
と
よ
ば
れ
る
不
均
等
が
存
在
し
、
劣
位
産
業
か
ら
優
位
産
業
へ
の
労
働
・
資
本
の
白
白
左

移
動
に
か
な
り
の
困
難
が
あ
る
。
か
づ
て
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
自
由
貿
易
諭
に
あ
っ
て
は
、
自
由
貿
易
を
支
障
な
く
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
圧
迫
を
う
け
る
劣
位
産
業
か
ら
、
自
由
貿
易
に
よ
っ

τ拡
大
す
る
優
位
産
業
へ
の
労
資
の
自
由
な
移
動
が

前
提
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
白
日
本
で
は
、
こ
白
ょ
う
左
前
提
が
、
モ
の
ま
ま
り
形
で
は
存
在
レ
な
い
。
大
工
業
と
中
小
企
業
、

大
工
業
と
農
業
と
白
聞
に
は
、
か
な
り
の
格
差
が
存
在
し
、
モ
白
関
白
労
資
の
移
動
に
は
、
色
々
の
形
の
困
難
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か

b
日
本
は
最
J

初
自
由
化
に
ふ
み
切
る
こ
と
に
か
な
り
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
が
、
結
局
こ
れ
に
ふ
み
切
b
ざ
る
を
え

な
か
ヲ
た
。
そ
札
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
貿
易
臼
由
由
化
は
‘
現
在
主
要
な
先
進
五
業
国
の
大
勢
で
あ
り

3

も
し
日
本
が
こ
れ
に
参
加
し
左
い
と
き
に
は

h

今
後
世
界

の
市
場
競
争
で
取
残
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
一
九
五
八
年
の
末
に
ヨ

l

ロ
ッ
〈
の
主
要
工
業
国
が
通
貨
の
交
換
性
を
回

復
し
て
以
来
、
貿
易
自
由
化
は
急
速
に
進
行
し
、
始
ん
ど
の
国
が
九

O
%前
後
の
日
由
化
事
に
到
達
し
て
い
る

Q

こ
の
己
と
は
モ
れ
ら

の
国
心
工
業
が
、
十
分
の
国
際
競
争
力
を
も
っ
と
と
を
意
味
し
て
い
る
。
い
ま
も
し
日
本
が
依
然
と
し
て
貿
易
管
理
主
続
行
し
、
温
室

的
に
工
業
主
保
渡
し
て
い
ド
る
な
L
ば
、
日
本
工
業
は
何
持
ま
で
も
輸
出
競
争
力
を
も
ち
え
ず
、
世
界
の
市
場
競
争
か

b
脱
落
せ
ぎ
る
を



人
友
悼
む

第
二
に
、
最
近
白
日
本
の
工
業
は
、
若
干
の
準
備
期
聞
を
お
く
な
ら
ば
、
モ
白
生
産
性
世
也
界
水
準
に
ま
で
引
L
Z

げ
る
自
信
を
も
っ

一
九
五
五
年
、
五
六
年
の
経
済
の
好
況
以
来
、
日
木
の
技
術
革
新
に
伴
う
設
備
投
資
は
非
常
在
勢
で
拡
大
を
続
け
た

G

生
産

性
白
上
昇
に
伴
っ
て
輸
出
は
肱
大
し
、
戦
後
存
在
し
続
け
た
ド
片
不
足
は
緩
和
さ
れ
、
手
持
の
金
・
ド
ル
準
備
は
、
二

O
億
ド
ル
に
達

一
九
大

O
年
か
ら
経
済
成
長
十
ヶ
年
計
画
に
諸
手
し
、
そ
れ
に
工
っ
て
生
産
性
を
さ
ら
に
世
界
的
水
準
に
ま
で

て
い
る

し
た
。
日
本
政
府
は
、

引
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
貿
易
自
由
化
副
画
は
、
こ
白
経
済
成
長
政
策
と
併
行
L
τ
実
刻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
、
日
木
は
ど
り
ょ
う
た
方
法
で
貿
易
自
由
化
を
実
現
し
よ
う
と
L
て
い
る
か
。
そ
の
と
と
は
、
土
ん
に
日
本
の
国
民

だ
け
で
な
く
、
貿
易
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
諸
国
国
民
山
一
重
大
夜
間
心
の
ま
と
に
た
る
。
自
由
化
に
よ
っ
て
貿
易
の
拡
大
を
実
現
す
る

と
い
っ

τも
、
も
し
そ
れ
が
、
か
つ
て
第
二
次
世
界
大
戦
前
白
日
本
に
お
い
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
間
的
で
は
低
賃
金
を
基
礎
に
し
、
外

国
に
対
し
て
は
帝
国
主
義
的
た
進
出
に
工
る
も
白
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
仕
再
び
に
が
い
経
験
を
繰
返
古
な
い
士
め
に
、
国
の

内
外
か
b
の
大
吉
社
反
対
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
商
品
の
進
出
が
、
呆
し
て
戦
前
の
よ
う
に
低
賃
金
を
武
器
ム
し
し
て
い
る
か
。
筒

単
に
検
討
し
よ
う
。

輸
出
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め

rは
コ
ス
ト
の
引
下
げ
が
必
要
で
あ
り
、

コ
λ

ト
中
賃
金
コ

λ

ト
は
重
要
た
位
置
を
し
め
る
。
古

b

に
賃
金
コ
ス
ト
は
、
貨
幣
賃
金
と
労
働
生
産
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
ま
ず
貨
幣
賃
金
に
づ
い

τみ
よ
う
。
通
産
省
の
発
表
し
た
「
貿

易
自
由
化
と
産
業
構
造
」
と
い
う
書
物
に
よ
る
と
、
日
本
白
賃
金
は
一
九
五
九
年
に
治
い
て
、
工
業
平
均
一
時
間

0
・
二
六
ド
ル
で
、

ア
メ
リ
カ
の
約
八
分
の
一
、
四
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
白
約
二
分
の
一
で
あ
る
。
産
業
別
に
は
、
加
で
食
品
、
衣
服
、
木
製
品
、
家
具
装

備
品
、
ゴ
ム
履
物
、
石
け
ん
等
軽
工
業
の
相
対
賃
金
は
低
く
、
鉄
鋼
、
化
学
、
石
油
・
同
製
品
、
輸
送
機
械
等
の
重
工
業
で
は
高
い
。

自
由
化
と
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

。

第
五
号

五
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由
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上
表
を
み
よ
。

賃
金
水
準
に
治
け
る
格
差
は
、

諸
商
品
の
相
対
価
格
差
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
お
よ
ほ
し

τい
る
か
。

通
産
省
は
調
査
の
結
果
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。
わ
ず
か
の

例
外
を
除
吉
、
相
対
的
に
賃
金
の

低
山
山
産
業
グ
ル
ー
プ
の
一
商
品
価
格

は
相
対
的
に
低
く
、
相
対
的
に
賃

金
の
-
一
品
加
産
業
グ
ル
ー
プ
の
商
品

の
価
格
は
向
く
、
中
位
の
↑
相
対
的

賃
金
を
も
っ
た
産
業
の
商
品
価
格

に
は
若
干
の
乱
れ
が
あ
る
が
、
平

と
価
格
白
関
係
は
、
次
の
上
う
で
あ
る
。
日
本
産
業
臼
生
産
性
は
、
ア
ぇ
リ
カ
の
二
五
三
五
%
ぐ

b
h円
で
あ
る
が
、
最
低
で
は
一
一

は
り
大
体
中
位
に
あ
る
。
生
産
性

%
、
最
高
で
は
大
体
同
一
水
準
に
達
し
て
い
る
。
生
産
性
の
相
対
的
に
低
い
産
業
は
、
石
油
精
製
、
化
学
肥
料
、
食
品
加
工
業
、
府
開
業

た
ど
で
あ
る
が
、
生
産
性
心
高
い
産
業
は
、
繊
維
工
業
、
鉄
鋼
業
主
ど
で
あ
る
。
相
対
生
産
性
と
価
格
の
関
係
を
み
る
と
、
相
対
生
産



性
白
低
い
産
業
の
商
品
価
格
は
丙
く
、
中
位
の
も
む
の
価
格
は
中
位
で
あ
り
、
相
対
生
崖
性
心
高
い
産
業
の
商
品
価
格
は
低
悼
と
い
う

一
般
的
社
関
係
が
み

b
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
相
対
価
格
の
低
い
商
品
は
、
相
対
生
産
性
の
高
い
産
業
ば
か

り
で
よ
な
く
、
相
対
生
産
性
心
低
い
産
業
に
も
見
出
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
通
産
省
の
調
査
で
さ
え
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
こ
の
こ
と
は
、
低
価
格
が
生
産
性
に
よ
っ
℃
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
低
賃
金
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
産
業
が
比
較
的
に
多
い

こ
と
を
一
市
す
も
む
で
あ
ろ
う
。
」
戦
前
平
か
ま
し
く
非
難
さ
れ
た
日
本
の
低
賃
金
構
造
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
存
在
す
る
と
い
わ
ね
ば
な

b
な
い
。
も
っ
と
も
乙
の
低
賃
金

i
低
価
格
と
い
う
構
造
の
ほ
か
に
、
高
生
産
性

L
低
価
格
と
い
う
構
造
も
存
在
す
る
と
と
を
認
め
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
相
対
賃
金
白
一
一
八
仰
い
産
業
に
属
す
る
鉄
鋼
、
板
ガ
ラ
ス
の
相
対
価
格
は
中
位
で
あ
り
、
賃
金
の
中
位
に
あ
る

紡
績
業
の
価
格
は
低
位
に
あ
る
。
己
れ
は
生
崖
性
が
高
い
た
め
で
あ
っ
て
、
ま
吉
区
間
生
産
性

i
低
価
格
の
構
造
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
貿
易
自
由
化
の
た
か
で
、
日
本
が
そ
心
輸
出
競
争
力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
こ
の
い
ず
れ
の
方
法
を
と
る
か
は
注
目

に
値
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

そ
の
点
に
づ
い
て
経
科
医
者
の
団
体
で
あ
る
日
経
連
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
興
味
ぷ
か
い
。
寸
な
わ
ち
一

九
六
O
年
発
行
芦
れ
た
「
日
本
経
済
心
安
官
成
長
へ
の
課
閣
と
賃
金
問
晶
」
の
た
か
に
次
の
よ
う
社
主
張
が
見
出
だ
さ
れ
る
。

(1) 

賃
金
上
昇
率
は
生
産
性
上
井
率
よ
り
も
少
く
と
も
資
本
集
約
度
上
昇
率
だ
け
低
目
白
、
と
こ
ろ
で
安
定
l
k

井
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

賃
金
土
井
率
は
現
代
福
祉
国
家
へ
の
要
請
に
よ
る
雇
刷
吸
収
の
た
め
、
生
産
性
向
上
率
を
下
廻
っ
た
k
こ
ろ
で
安
定
的
に
上
昇
し
な
け
れ
ば
な
ら

(2) 

亡、。
1
1
u
 

世
界
的
貿
品
自
由
化
の
苛
烈
な
挑
戦
を
目
前
に
し
、
し
か
も
、
平
和
共
存
下
、
社
会
主
義
閣
の
低
価
栴
輸
出
攻
勢
に
対
処
す
べ
き
商
か
ら
は
、
生

産
性
向
上
効
果
を
価
格
低
下
、
品
質
改
一
昔
に
吸
収
さ
せ
た
よ
で
の
賃
金
安
定
成
長
が
切
に
望
ま
れ
る

0

4
 
大
企
業
の
賃
金
土
井
率
を
相
対
的
に
低
日
に
し
、
中
小
企
業
の
賃
金
上
究
率
や
最
低
賃
金
引
上
げ
を
よ
り
高
目
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と

と

自
由
化
主
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

。

第
五
日
写

4じ



自
由
化
と
日
本
買
易

第
八
十
八
巻

。
四

第
五
号

ノl

こ
り
主
張
の
限
り
に
治
い

τ、
日
経
連
は
労
働
分
配
率
の
低
下
、
す
な
わ
ち
低
賃
金
政
策
士
主
張
し
て
い
る
。
日
本
の
労
働
組
合
の

多
く
が
、
現
在
の
と
己
ろ
貿
易
悶
由
化
に
反
対
じ
亡
い
る
根
拠
は
こ
己
に
あ
り
、
そ
の
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(6) (5) (4) (o) (2) (1) 

通
産
省
、
通
商
白
書
一
九
六
一
年
版
、
四
八
!
四
九
頁
。

日
本
経
済
新
聞
、
一
九
六
一
年
九
月
二
心
目
。

同
右
、
五
二
頁
。

通
産
省
、
貿
易
自
由
化
ξ

産
業
構
造
、
三
九
宜
以
下
伺

同
右
、
凹
二
四
三
頁
。

日
経
連
、
日
本
経
済
の
安
定
成
長
へ
の
課
題
と
賃
金
問
題
、
一
三
一

l
y一凶頁。

二

、

輸

出

入

商

品

構

成

A 

日
木
白
輸
出
商
品
構
成

戦
後
に
お
け
る
輸
出
品
中
、
重
化
学
工
業
品
の
比
重
が
W
ち
ぢ
る
し
く
上
昇
し
た
と
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
吐

b
れ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
方
で
は
、
円
本
の
産
業
構
成
が
、
次
第
に
繊
維
在
ど
の
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
に
そ
の
重
心
を
移
行
し
た
こ
と
、
他
方
で

は
東
南
ア
タ
ア
市
場
な
ど
の
需
要
が
、
軽
工
業
口
聞
か
ら
重
化
学
工
業
品
に
移
っ
て
行
っ
た
こ
と
臼
結
果
で
あ
る
k
思
わ
れ
る
。
ま
ず
統

計
を
み
よ
う
。

こ
の
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
前
輸
出
の
一
九
・
六
%
し
か
占
め
た
か
っ
た
重
化
学
工
業
品
は
、
戦
後
四
O
一
%
以
上
を
占
め

る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
戦
前
輸
出
白
五
二
・
一
%
を
占
め
て
い
た
繊
維
品
は
、
戦
後
三
O
%
前
後
に
ま
で
下
落
し
て
い
る

一
九
六
一
年
発
行
の
「
通
商
白
書
」
陀
よ
っ
て
六
O
年
の
状
況
を
み
よ
う
。

の
で
あ
る
。

一
九
六
O
年
の
輸
出
は
、
通
関
実
績
で
、
五



% 

戸函五下司 19印

輸出商品構成第 3表八
O
%
を
占
め
て
い
る
。

九
年
を
五
九
八
百
万
ド
ル
、
す
た
わ
ち
一
七
・
三
%
上
回
り
、
四
、

O
五
五
百
万
ド

ル
と
な

p
、
五
五
年
以
降
五
ヶ
年
聞
は
約
二
倍
と
た
っ
て
い
る
u

戦
後
の
一
般
的
傾

(泊産省通商白書 1961p.60) 

向
と
し
て
、
重
化
学
工
業
品
(
機
械
瓶
、
金
属
品
、
化
学
品
)
の
比
重
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
、
い
ま
み
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
ム
ハ
O
年
の
輸
出
で
は
と
の
傾
向
が
さ
ら

r強
ま
っ
て
い
る
。
す
在
わ
ち
そ
の
比
重
は
前
年
の
四
二
・
一
%
か

b
四
コ
了
=
一
%

K
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
己
れ
は
重
化
学
工
業
品
の
輸
出
が
前
年
の
二
O
%
の

仲
ぴ
を
示
し
た
の

K
対
し
、
他
の
商
品
が
-
五
%
弱
白
伸
び
を
示
し
た
に
す
ぎ
左
か

っ
た
と
い
う
事
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
年
関
心
輸
出
増
加
額
に
関
し
て
は
、

総
増
加
額
約
六
億
ド
ル
の
う
ち
、
繊
維
品
と
金
属
品
の

m加
額
が
そ
れ
ぞ
れ
三
O
%

前
後
を
し
め
、
機
械
類
が
二
O
%
強
と
在
っ
て
者
り
、
こ
れ
ら
一
二
商
品
の
増
加
額
で

繊
維
品
の
輸
出
は
年
間
二
了
二
億
ド
ル
で
あ
り
、
前
年
一
宮

九
億
ド
ル
、
一
八
・
七
%
上
回
り
、
戦
後
最
高
の
水
準
に
達
し
た
。

こ
れ
は
従
来
の
最
両
水
準
で
あ
る
五
七
年
治
上
び
五
九
年
の
一
O
億
ド
ル
台
を
上
回
る
、
も
の
で
あ
り
、
繊
維
品
に
対
す
る
世
界
的
た
需

要
白
頭
打
ち
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
き
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
戦
後
日
本
注
業
、
お
よ
び
日
本
輸
出
品
の
重
心
が
次
第
に
重
化

学
工
業
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
依
然
と
し
て
繊
維
工
業
、
繊
維
輸
出
が
重
要
た
役
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
経
済
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
戦
前
繊
維
製
品
が
日
本
輸
出
品
の
大
宗
を
友
し
て
い
た
と
き
、
国
際
的
に
も
国

自
由
化
之
日
本
貿
易

内
的
に
も
そ
の
低
賃
金
が
喧
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
前
の
よ
う
な
性
質
の
低
賃
金
は
最
早
戦
後
白
日
本
に
は
存
在
し
た
い
。
戦
後

フL

第
八
1
1
入
巻

。
五

第
五
回
寸



自
由
化
と
は
本
貿
日
朝

第
八
十
八
巻

。
第
主
u

す

。

不
完
全
で
あ
φ
と
は
い
え
民
主
的
諸
改
革
が
な
さ
れ
、
労
働
者
の
法
的
な
地
位
は
向
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
繊
維
労
働
者
に
沿
い
て
も

例
外
で
は
た
く
、
と
く
に
大
企
業
白
賃
金
水
準
は
中
位
に
位
し
て
W

る
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
は
繊
維
工
業
に
者
け
る
生
産
性
水
準
の

上
昇
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
賃
金
…
水
準

ω
と
井
よ
り
、
生
産
性
水
準
の
上
昇
一
ω
方
が
大
で
あ
り
、
そ
白
川
ド
み
で
戦
前
と
は
ち
が
っ

た
形
で
低
賃
金
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
撒
維
工
業
、
と
く
に
モ
の
加
工
部
門
に
沿
け
る
中
小
企
業
の
存
在
主

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
同
じ
く
繊
維
工
業
ー
と
い
っ
て
も
、
大
企
業
と
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
金
の
格
差
は
大
き
く
、
極
端
な
場
合
に
は
、

モ
白
比
半
は
一
O
O
対
7
4
0
で
あ
る
。
わ
が
国
の
繊
維
品
の
輸
出
品
中
で
占
め
る
比
重
が
低
下
し
ツ
つ
あ
る
と
は
い
う
も
の
白
、
依
然

と
し
て
重
要
な
地
位
を
し
め

τ
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
低
賃
金
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

金
属
品
の
輸
出
総
額
は
、
瓦
・
六
億
ト
ル
で
前
年
を
一
・
六
億
ド
ル
、
囚
0
・
-
一
%
上
回
っ
た
。
金
属
品
白
増
加
は
主
と
し
て
鉄
釧

に
よ
る
も
の
で
、
鉄
鋼
白
輸
出
高
は
前
年
を
瓦
三
%
も
上
回
っ
て
い
い
る
。
繊
維
品
乙
ち
が
っ
て
戦
後
漸
く
本
格
的
に
輸
出
産
業
こ
た
一
つ

た
日
本
の
鉄
鋼
業
の
著
し
い
発
展
に
つ
い
て
は
、
合
理
化
計
画
に
よ
る
生
産
性
心
急
速
な
上
昇
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。
鉄
鋼
業

の
賃
金
水
準
は
、
日
本
の
賃
金
中
も
っ
と
も
一
向
い
も
の
の
一
つ
で
、
し
か
も
な
お
そ
の
輸
出
競
争
力
が
強
い

ω
は
、
生
産
性
心
高
さ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
己
と
が
で
き
よ
う
u

も
っ
と
も
高
賃
金
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
同
内
の
他
の
産
業
に
比
一
収
し
て
の
己
と
で
あ

り
、
先
進
工
業
国
と
比
較
す
る
な
b
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
約
七
分
の
一
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ

ω
二
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

機
械
類
の
輸
出
は
一
0
・
二
億
ド
ル
で
、
は
じ
め

τ
一
O
億
ド
ル
台
を
記
録
し
た
が
、
前
年
に
対
す
る
伸
び
率
は
一
六
%
で
あ
っ
た
。

仲
び
率
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
の
は
船
舶
輸
出
が
約
二
O
%
減
退
し
た
た
め
で
、
船
舶
以
外
心
機
械
は
、
三
九
%
山
大
幅
左
仲
ぴ
を
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鉄
道
草
楠
凶
七
%
増
、
自
動
車
一
0
0
%
増
、
自
転
車
四
一
%
増
左
ど
で
あ
り
、
輸
送
機
械
全
体
で
は
前
年
の

わ
ず
か
二
%
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
電
気
機
械
は
三
八
%
増
、

一
般
機
械
は
三
O
%
増
を
市
し
、
そ

ω
他
原
動
力
機
、
金
属
加
工
機



械
、
繊
維
機
械
を
ど
の
伸
び
方
も
大
き
か
っ
た
。
こ
白
よ

う
に
戦
前
総
輸
出
領
の
わ
ず
か
七
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も

の
が
、
二
五
%
余
り
に
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
の
今
後
に
一
お
け
る
輸
出
発
展
白
方
向
を
一
川
す
も
臼
で

あ
ろ
う
。
輸
出
の
重
点
が
繊
維
品
か
ら
機
械
類
に
移
り
つ

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
日
本
産
業
の
近
代
化
の
よ

う
で
あ

p
事
実
そ
れ
に
ち
が
い
友
い
の
で
あ
る
が
、
少
し

立
入
っ
亡
観
察
す
る
と
、
そ
こ
に
は
繊
維
工
業
に
似
た
日

本
的
危
桁
殊
性
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
わ
が

国
の
機
械
輸
出
は
、
中
小
企
業
へ
の
依
存
性
が
き
わ
め
て

同
く
、
か
っ
乙
れ
b
中
小
企
業
に
沿
け
る
賃
金
は
ト
〈
企
業

に
比
較
し
て
目
立
っ
て
低
い
の
で
あ
る
内
大
企
業
に
あ
フ

て
は
生
産
性
が
一
向
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
輸
出
競
争
力
は

必
ず
し
も
強
く
た
〈
、
相
対
的
に
生
産
性
の
低
い
中
小
企

業
の
輸
出
競
争
力
が
強
い
こ
と
は
、
己
己
で
も
ま
た
低
賃

金
が
大
き
い
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
主
物
語
ヲ

τ
い
る
。

下
の
表
を
み
よ
う
。

自
由
化
と
日
高
貿
易

輸出依存度75%以上お主び50ー74%の企業り規模別分布

に
一
日
山
川
ι

i
f
u山山一一日一工

一山一引川山一

白山川町一一一一一

一戸

E
J
i訓
U
か川一

一
寸
¥
餓
1
1
4
m
m
m
m
m

抑止川一

p.202) 

第 4表

〔注) 1. 
2 

第
八
十
八
巻

。
己

第
五
号



自
由
化
と
日
本
貿
易

伯主要機械の輸出比率第 5表

第
八
十
八
巻

平ド
イ言
太
良j

氏
m 
研
究
に
よ
る

ベ')主
iTITU今
Ju 
依
存
度
七
五
% 
以
上

。
ノ1、

ω
企
業
を
一
般
機
械
部
門
に
つ
い
て
み
る
と
、
二

O
七
企
業
あ

る
が
、
モ
臼
大
部
分
は
ほ
と
ん
ど
全
部
一

O
O人
未
満
の
規
模

で
あ
っ

τ、
三

O
O人
以
上
は
わ
ず
か
五
に
す
ぎ
な
い
。
同
じ

よ
う
な
事
情
は
輸
送
機
械
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
な
ど
の
部

門
に
も
妥
当
し
亡
い
る
。
ま
た
輸
出
依
存
度
が
五

O

七
四
%

白
企
業
に
つ
い
亡
、
も
、
中
小
企
業
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
も

機
械
部
門
で
も
大
企
業
と
中
小
企
業
の
賃
金
格
差
は
大
き
い
。

上
白
表
は
と
れ
を
別
の
方
面
か
ら
物
語
っ
て
い
る
。

己
中
表
士
み

τも
わ
か
る
よ
う
に
、
高
度
の
集
中
士
も
フ
部

門
の
輸
出
依
存
率
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
ウ
オ
ッ
ヲ
、
発
電

機

自
動
車
、

金
属
加
工
機
械
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
機
械
の

平
均
輸
出
依
存
率
一

O
%を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
却
て
低

集
中
度
の
部
門
に
輸
出
依
存
率
三
向
い
も
白
が
多
い
。
船
舶
、

ミ
シ

γ
、
カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
、
自
転
車
、
繊
維
機
械
た
ど
で
あ

る
。
と
の
よ
う
に
述
ペ
た
白
ち
林
信
太
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
結

ん
で
い
る
。
「
以
上
の
己
と
は
、

集
中
度
の
大
小
が
わ
が
国
機



械
輸
出
白
競
争
力
を
規
定
す
る
支
配
的
な
要
悶
で
は
左
い
と
W
う
こ
と
を
消
極
的
に
意
味
す
る
と
と
も
に
、
低
集
中
度
と
い
う
負
何
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
出
競
争
力
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
に
、
集
中
度
以
外
心
点
に
輸
出
競
争
力
白
支
配
的
な
要
因

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
一
市
す
。
モ
れ
は
す
な
わ
ち
部
品
工
業
の
確
立
、
専
門
化
の
徹
底
ゐ
よ
び
己
れ

b
に
伴
う
低
賃
金
で
あ
る
。
」
林
氏

白
こ
臼
結
論
は
正
し
い
と
思
う
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
友
ら
な
い
こ
と
は
、
繊
維
製
品
と
い
い
機
械
製
品
と
い
い
、
日
本
の

輸
出
品
は
寸
ベ
て
集
中
度
の
低
い
中
小
企
業
の
製
品
だ
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
日
本
め
輸
出
品
中
に
は
中
小

企
美i

の
製
品
が
多
い
と
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
モ
れ
と
同
時
に
紡
績
業
阜
、
鉄
鋼
業
の
よ
う
に
、
集
中
皮
の
高
い
大
企
業
の
製
品
も
主
要

た
地
位
を
し
め
℃
い
る
。
モ
し
て
繊
維
関
係
の
中
小
企
業
白
多
く
仕
紡
頼
回
大
企
業
の
市
場
主
形
成
し
、
機
械
工
業
の
中
小
企
業
の
多

く
は
、
鉄
鋼
白
大
企
業
の
市
場
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
結
局
中
小
企
業
の
製
品
自
輸
出
は
、
間
接
に
大
企
業
の
製
品
目

輸
出
で
あ
る
と
み
b
れ
友
い
こ
と
も
な
い
。

ζ

こ
に
わ
れ
わ
れ
は
日
本
の
輸
出
産
業
の
特
殊
の
構
造
を
み
と
め
る
べ
さ
で
あ
ろ
う
。

B 

日
本
の
輸
入
商
品
構
成

日
本
産
業
、
日
本
輸
出
の
重
点
が
繊
維
を
中
心
と
す
る
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
に
移
行
し
た
己
と
は
、
当
然
輸
入
国
に
も
影
響
し
、

金
属
版
料
、
鉱
物
性
燃
料
、
動
植
物
性
原
材
料
な
ど
の
比
重
が
商
ま
ヮ
て
い
る
。
統
計
を
み
よ
う
。

一
九
六

O
年
の
輸
入
は
四
四
・
九
億
ド
ル
に
達
し
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
あ
ヲ
た
五
七
年
の
四
二
-
八
億
下
ル
を
大
さ
く
上
回
っ
た
。

前
年
に
く
b
べ
る
と
、
八
-
九
億
ド
ル
、
一
一
四
・
八
%
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
は
六

0
年
代
の
順
調
左
経
済
成
長
を
反
映
し
、
金
属
原

料
を
は
じ
め
と
し
、
鉱
物
性
燃
料
、
動
植
物
原
材
料
な
ど
白
安
定
し
た
増
加
を
示
し
た
。
通
商
白
書
に
よ
り
ζ

れ
ら
の
う
ち
主
な
も
の

に
つ
い
て
み
よ
う
。

繊
維
品
輸
出
が
そ
の
比
重
を
低
下
し
た
と
は
い
つ
亡
も
、
輸
出
構
成
中
依
然
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
よ
う
に
、
繊
維
原
料
の
輸

自
由
化
と
日
本
貿
易
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自
由
化
と
日
本
貿
易

与も

l制 -3611削

総 普i I 100 100 

食料rI'" 16.5 i 12.2 

繊維原料 30.3 17.6 

金属原料1.1 I 15.0 

#令属鉱物 0.5 2.3 

鉱物性貯料 4.9 I 16.5 

動拙物叫え材料 4.7 I 13.4 

化学d"1:r 4.1 5.9 

機械主目 4.7 9.0 

そり他 33.2 8.1 

(通産省通商片手守 1961

p.175より引算)

第
八
十
八
巻

。
第
五
号

四

1960年輸入商品構成

入
も
ま
た
総
輸
入
中
一
七
・
六
%
と
い
う
高
い
比
重
を
も
っ
て
い
る
。
羊
毛
、

綿
花
、
麻
類
の
輸
入
は
、
数
量
で
モ
れ
ぞ
れ
二
二
%
、

一
四
%
、

一
四
%
の
増

帯 6去

加
、
金
額
で
一
一
五
%
、
二
一
%
、
三
O
%
の
増
加
と
た
コ
て
い
る
。
こ
れ
は
輸

入
価
格
の
上
井
に
よ
る
。
己
の
よ
う
在
繊
維
原
料
輸
入
の
増
加
は
、
す
で
に
与

た
よ
う
に
繊
維
産
業
と
繊
維
輸
出
の
活
況
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

金
属
原
料
で
は
、
鉄
鋼
原
料
で
あ
る
鉄
鋼
石
が
、
数
監
、
金
額
と
も
約
五
O

%
の
上
昇
、
鉄
鋼
く
ず
が
数
量
で
九
%
、
金
額
で
二
二
%
の
上
井
士
一
市
し
て
い

る
。
非
鉄
金
属
原
料
で
は
、
銅
鉱
が
数
量
で
三
九
%
、
金
額
で
四
七
%
、
真
ち

原
料
白
増
加
が
、
重
化
学
工
業
化
の
中
心
を
な
す
鉄
鋼
業
沿
よ
び
非
鉄
金
属
工
業
の
生
産
拡
大
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

ゅ
う
く

F
が
数
量
で
七
七
%
、
金
額
で
八
一
%
の
噌
加
で
あ
る
。
こ
れ
ら
金
属

鉱
物
性
燃
料
で
は
、
石
炭
ゐ
よ
び
石
油
が
、
数
量
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
七
%
、
四
四
%
、
金
額
で
は
、
モ
れ
そ
れ
五
九
%
、
二
七
%

白
噌
と
な
っ
て
い
る
。
数
量
の
増
加
に
比
し
て
金
額
の
増
加
の
比
率
が
小
さ
い
の
は
、
輸
入
価
格
の
低
下
に
よ
る
。
石
炭
輸
入
の
著
し

い
増
加
は
、
製
鉄
技
術
の
向
上
に
と
も
な
っ
て
高
炉
銑
の
比
重
が
低
下
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
銑
鉄
生
産
の
対
前
年
二
六
%
増
に
よ
っ

τ
、
原
料
炭
需
要
が
旺
盛
で
あ
コ
た
た
め
で
あ
る
。
石
川
輸
入
の
増
加
は
、
原
拙
輸
入
(
石
油
輸
入
の
七
九
%
主
し
め
る
)
の
増
加
を

王
な
原
因
と
し
て
い
る
が
、
製
品
輸
入
で
は
重
油
(
石
油
輸
入
中
の
一
六
%
)
の
輸
入
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
た
い
。
さ

ら
に
よ
り
つ
つ
込
ん
で
い
え
ば
わ
が
国
の
一
ム
ネ
ル
ギ
I
需
要
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

動
杭
物
性
原
料
で
は
、
生
ゴ
ム
が
数
量
で
九
%
、
金
額
で
二
九
%
の
増
を
一
市
し
、
輸
入
価
格
白
土
井
を
物
需
ワ
て
い
る
。
原
皮
類
は



築
フ

1
ム
の
た
め
増
加
し
て
い
る
。

数
世
で
一
四
%
増
、
金
額
で
二
%
増
で
、
輸
入
価
格
が
低
港
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
大
豆
、
木
材
の
輸
入
が
食
用
泊
の
需
要
増
大
、
建

こ
乙
で
注
意
し
た
け
れ
ば
φ

な
ら
な
い
こ
と
は
、
機
械
類
白
輸
出
が
増
大
し
て
い
る
に
拘
b
ず
、
そ
臼
輸
入
も
ま
た
増
大
し
て
い
る
こ

あ
る
。
機
械
の
輸
入
が
哨
加
し
て
い
る
の
は
、
合
理
化
投
資
の
盛
行
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
輸
出
機
械
と
輸
入
機
械
の
種
類
が
呉
る
た
め
で
あ

p
、
輸
入
機
械
は
、
工
作
機
械
、
産
業
機
械
、
航
竺
機
た
ど
で

ゐ
わ
り
に
食
料
品
で
あ
る
が
、
米
が
数
量
で
三
八
%
、
金
額
で
四
九
%
減
少
し
た
ほ
か
、
大
変
の
輸
入
は
ゼ
ロ
と
左
っ
て
お
り
、
食

料
品
輸
入
の
増
加
率
主
低
い
も
の
に
し
て
い
る
。

一
方
で
は
園
内
農
産
物
の
豊
作
、
他
方
で
は
消
費
構
造
の
変
化
に
よ
ヲ
て
、
食
料
品

食
お
よ
び
噌
好
品
に
移
り
つ
つ
あ
る
。

輸
入
の
重
点
は
、
米
、
大
友
な
ど
の
主
食
用
J

殺
物
か
ら
加
工
食
品
の
原
料
、
飼
料
、
さ

b
に
肉
類
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
煙
草
悲
ど
副

日
本
は
元
来
資
源
に
乏
し
い
国
で
あ
り
、
モ
の
経
済
発
展
に
必
要
た
食
料
品
、
原
料
品
を
い
か
に
し

℃
確
保
す
る
か
は
戦
前
か

b
t討
に
大
ふ
さ
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
貿
易
に
よ
っ
て
も
勿
論
可
能
で
あ

ヮ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
ら
ず
原
料
品
キ
食
糧
口
山
の
輸
出
国
士
政
治
的
に
支
配
し
よ
う
と
す
る

柏
民
地
主
義
、
帝
国
、
土
義
を
育
て
た
己
と
は
否
定
で
き
た
い
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
植
民

地
主
義
が
音
を
た

τて
崩
壊
し
つ
つ
一
あ
る
と
き
、
資
源
確
保
の
に
め
に
は
別
の
方
法
が
と

b
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
一
」
と
は
い
、
つ
ま
で
も
な
い
。
モ
れ
は
い
う
ま
で
も
左
く
平
等
・
互
恵
の
基
礎
の
上
に
た
っ
た
貿
易

と
毛
の
他
の
経
済
協
か
で
あ
ろ
う
。
貿
易
以
外
の
経
済
協
力
と
し
て
は
、
海
外
投
資
が
あ
げ
ら
れ
る
。

自
由
化
と
日
本
貿
易

第
入
十
八
巻

資本の輸出入 (1日60年累計)

単位以)0ドパ

二二E吋入再元出

貸附金投資 824，0∞ 179，734 

主主竺旦上凶'，0∞| 山田O

〈通産省通商白昌 1961
p.595 &び p，608)

第 7表

第
五
号

五



自
由
化
と
日
本
貿
晶

輸出入単何

丁瓦函正月工'~Iílli

7iifjjj-

|;;:|;;; 
(通産省通商白書

p.458-459) 
1961 

第 8表

1950 

1951 

1952 

1953 

1954 

1955 

1956 

1957 

1958 

1959 

1960 

鵠
八
十
八
巻

日
本
は
敗
戦
後
最
近
に
い
た
る
ま
で
は
、
む
し
ろ
資
本
E
輸
入
国
で
あ
り
、

一
九
五
五
午

第
五
号

フミく

以
降
で
あ
る
。

や
や
本
格
的
に
海
外
投
資
が
問
題
と
在
り
は
じ
め
た
の
は
、

今
後
低
開
発
諸
国
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
投
資
が
問
題
と
な
る

ょ
う
厳
に
注
意
し
た
け
れ
ば
在
ら
友
い
。

場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
あ
く
ま
で
平
等
・
互
恵
の
基
礎
の
上
に
立
ヲ

C 

交
易
条
件

こ
こ
で
は
単
純
商
品
交
易
条
件
を
取
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
輸
出
単
価
指

る 数
と
輸
入
単
価
指
数
白
比
較
を
お
こ
左
う
こ
と
に
す
る
。
拡
民
は
一
九
五

O

一
九
六

O
午
で
あ

こ
の
指
数
を
み
る
と
、
日
本
の
交
易
条
件
が
、

F
メ
リ
カ
の
景
気
循
環
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い

数
、
輸
入
単
価
指
数
と
も
に
下
落
を
示
し
て
い
る
の

る
こ
と
が
わ
か
る
。
不
況
の
年
で
あ
る
一
九
五
三
年
と
一
九
五
七
年
の
翌
午
に
は
、
輸
出
単
価
指

一
九
五
八
作
以
降
目
立
つ
こ
と
は
、
輸
出
単

価
指
数
が
九
四
・

O
、
九
五
・
二
、
九
八
・
一
と
健
全
な
歩
み
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
輸
入

と
っ

τ有
利
に
推
移
し
て
W
る。

単
価
指
数
は
、
八
八
・
八
、
八
コ
了
五
、
八
二
・
七
と
下
落
ぎ
み
で
あ
る
。
交
易
条
件
は
日
本
に

一
九
六
一
年
に
入
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
景
気
が
立
直
る
に
つ
れ
て
、

変
化
が
生
じ
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
日
本
に
と
っ
て
の
交
易
条
件
は
不
利
陀
転
じ
て
い
る
。

戦後アメリカの景気後退

|工芸品高 下落率下落扇白 下落率

1948-49 I 1Cヶ月 8.f 祐

1953-54 I 9 ヶ月 10.2% 

1957-58 I 8 ヶ月 1 ~J特

1960-61 I 7 ヶ月 6日%

(通産省 通商白書 1961 113頁〕

第9表
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(

(
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な
(4) (3) (2) (1) :s 

戦
後
ア
メ

リ
カ

の
景
気
U) 

動
さ
は
も
の
i且
り
-c 
あ
る

通
産
省
、
通
商
由
香
一
九
六
一
年
、
冗
八
頁
以
下
a

林
信
太
郎
、
日
本
機
械
輸
出
論
、
二
心
二
頁
。

同

右

、

二

O
九
頁
。

連
結
省
、
通
商
白
書
一
九
六
一
年
、
一
九
五
頁
以
下
。

三

、

輸

間

入

巾

場

構

成

ま
ず
統
計
を
み
よ
う
。

こ
れ
は
「
経
済
白
書
」
か

b
引
用
し
た
も

ω
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
近
隣
諸
国
と
い
う
白
は
、
中
国
・
台
湾
、
韓
国
、
沖
縄
で
品
り
、

こ
れ
は
「
通
商
白
書
」
で
は
、
東
ア
ジ
ア
と
よ
ば
れ
て
W
る
。
戦
後
の
目
立
ヮ
た
傾
向
は
、
東
ア
ジ
ア
白
比
重
が
減
退
し
た
己
と
と
、

そ
り
反
同
ア
メ
リ
カ
の
比
重
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
、
中
園
、
朝
鮮
に
政
治
上
白
変
革
が
お
こ
り
、
日
本
と
の

国
交
が
整
ヮ
℃
お

b
な
い
こ
と
、
他
方
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
密
接
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

己
乙
で
は
と
く
ド
束
・
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
を
取
上
げ
る
こ
と

K
し
工
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
こ
れ
ら
回
国
々
の
多
く
は
、
政
治

ょ
の
混
乱
の
た
め
経
済
開
発
が
お
く
れ
、
漸
く
政
治
的
・
経
済
的
札
安
定
に
近
づ
い
た
山
は
ど
く
近
年
の
こ
と
に
ぞ
く
す
る
。
と
白
安

定
を
基
礎
に
〈
キ
旦
夕
Y
は
、
一
九
六

O
年
七
月
か

b
第
二
次
五
ヶ
年
計
画
、
イ
ン
ド
は
六
一
年
四
月
か

b
第
三
次
五
ヶ
年
計
画
に
入

っ
た
ほ
か
、
ィ

γ
ド
ネ
シ
ァ
、
タ
ィ
、

γ
γ
ガ
ポ
ル
な
ど
も
新
し
〈
総
合
開
発
計
画
に
の
り
出
し
て
W
る
。
わ
が
国
白
己
白
地
域
に

「
通
商
白
書
」
に
よ
っ
て
、
モ

ω
大
要
を
み
る
乙
と
札
し
よ
う
。
六

O
年
四
対
東
・

対
す
る
貿
易
も
順
調
な
仲
び
を
示
し
て
い
る
が
、

東
南
ア
ジ
ア
貿
易
は
輸
出
一
三
・
一
億
ド
ル
で
前
年
に
く
ら
べ
て
三
二
%
の
増
加
を
示
し
、
わ
が
国
の
輸
出
総
額
中
に
占
め
る
比
重
に

由
由
也
と
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

第
五
号

七



自
由
化
と
日
本
貿
易

輸出市場構成第10表

アジア 64 I 34 37 

近隣諸国 I 43 I 7 7 

〔中岡本土) I (18) I (0) I (日〕

東南アジア 18 22 25 

1ヒアメリヵ 17 36 33 

(アメリカ合最国) I (16) I (30) I (27) 

南アメリカ 2 4 4 

アフリカ 6 12 日

大 洋 州 33

〔備考) 大)龍省|通関統計」戦前は移出入

を含む。〔経済白書 1961 p. p. 517-518) 

輸入市場構成第11表

第
入
十
八
巻

四

第
五
号

ノ1、(備考〉大蔵省「通関統計」戦前は移出入

を含む。〔経済白書 1961 p.p.517-518) 

沿
い

τ
ア
メ
リ
カ
を
上
囲
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
モ
の
主
た
る
原
因
は
、
乙
の
地
域
の
国
々
の
経
済
発
展
に
伴
う
輸
入
需
要
の
拡
大
と
、

1960 1959 回二当

196C 

ア ジ ア 53 33 31 

近 隣諸 国 31 3 2 

〔中国本土〕 (10) (1) (1) 

東南アジア 16 16 16 

ヨト占目H ‘、。 10 10 10 

北アメ リカ 25 41 43 

〔アメリカ合来同〕 (24) (31) (34) 

jfJ アメ リカ 2 3 3 

ア フ リ ヌJ 3 4 4 

太 洋 ゴ刊 ア 10 9 

わ
が
国
の
輸
出
競
争
力
の
強
化
で
あ
る
が
、
経
済
協
力
(
フ
ィ
リ
ッ
ピ

γ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
た
ど
)
が
漸
〈
効
果
を
あ
b
わ
し

1959 

て
き
た
こ
と
も
否
定
で
き
在
い
。
こ
の
地
域
は
従
来
か

b
わ
が
国
繊
維
品
の
重
要
た
市
場
で
あ
り
、
六

O
年
に
沿
い
て
も
繊
維
品
は
順

l'州予|

調
な
伸
び
を
示
し
た
が
、
重
化
学
工
業
品
の
伸
び
率
は
さ

b
に
大
き
く
前
年
比
四
三
%
の
仲
び
を
示
し
、
こ
の
地
域
に
対
す
る
総
輸
出

額
中
五
五
%
の
比
重
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
品
目
を
み
る
と
、
鉄
鋼
、
自
動
車
、
船
舶
が
増
加
し
、
化
学
肥
料
が
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
こ
の
地
域
の
同
々
の
経
済
開
発
の
進
展
に
と
も
友
っ

τ、
繊
維
機
械
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
産
業
機
械
の
哨
加
が
あ
り
、
耐



東南アジア輸出構成比

| 構成比(骨) I 53-59におけ

I 53干JEEE11雪哩主
重化学工業品 35.7 38.7 I 49.7 I 54.9 I 13.6 

化学品 8.4 6.9 I 12.2 I 8.0 I 15.3 

金属品 16.1 ， 16.8 I 14.8 I 17.3 I 

機械類11.2 15.0 I 22.7 I 29.5 I 

軽工業品 50.5 53.8 I 42.5 I 37.8 I 

麟粧品 38.2I 38.4 I 28.5 i 27.0 I 

そり他 13.8I 7目5I 7.8 I 7.3 口.5

総計 100 I 1帥 I100 I 1∞i 

(通産省 通商白書 1961 p.161) 

久
消
費
財
も
仲
び
て
い
る
u

上
表
を
み
よ
υ

「
通
商
白
書
」
が
、
束
・
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
臼
問
題
点
と
し
て
あ
げ
て
い
る
と
己

ろ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
と

L
Z
注
目
に
値
し
よ
う
山

(1) 

わ
が
同
日
東
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
が
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
同
地
域
の

日本の東第四表

経
済
開
発
が
進
与
、
輸
入
成
長
率
の
広
大
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
。

五

三

六

O
年
に
い
た
る
わ
が
国
の
同
地
域
向
け
輸
出
成
長
率
は
八
・
一
%
で
あ

る
が
、
五

O

五
九
年
を
と
る
と
一

0
・
五
%
に
な
る
。
乙
れ
に
対
し
同
期
間
、
同
地

域
の
輸
入
成
長
率
は
二
・
四
%
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
相
手
国
臼
輸
入
の
仲
び
K
対

す
る
わ
が
国
の
輸
出
の
伸
び
の
比
率
(
弾
性
他
)
は
、
五

0
年
代
平
均
四
・
四
%
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
こ
の
地
域
の
輸
入
に
お
け
る
臼
本
の

γ
エ
ア
は
、
五

O
年
六
%
、

五
四
年
九
%
、
五
九
年
一
一
%
と
引
続
空
上
昇
を
つ
づ
け
て
い
る
。

γ
エ
ア
が
拡
大

し
て
い
る
に
拘
b
ず
、
絶
対
額
が
期
待
の
よ
う
に
仲
び
な
い
原
閣
は
、
こ
の
地
域
の

経
済
開
発
と
輸
入
の
拡
大
が
遅
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
左
表
を
み
よ
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
商
品
構
成
は
急
速
に
重
化
学
工
業
品
目
比
重
を
高
め
つ
つ
あ
る
が
、

(2) 

わ
が
国
の
産
菜
構
成
が
、
一
層
重
化
学
工
業
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

立
入
っ
て
み
る
と
ま
だ
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第
山
表
中
に
お
け
る
「
モ
の
他
」
の
項
目
に
入
る
商
品
は
主
と
し
て
軽
エ
業
品
で

あ
る
か

b
、
軽
工
業
品
に
こ
れ
を
加
え
て
み
る
と
、
重
化
学
工
業
品
白
比
重
が
軽
工
一
業
品
を
追
越
す
の
は
六

O
年

ι入
っ

τで
あ
る
己

自
由
化
と
日
本
貿
易

第
λ

↓
八
巻

五

九

第
五
号



日
由
化
と
日
本
貿
易

50年代における束・東南アジア諸国向け輸出の増加すう勢

原型lrdF千円竺
第13表

インドジナ 3昆l 45.4 I 1.6 43.8 28.4 1.0 22.3 

フィリツピン 20.6 i 5.1 15.5 4.0 5.6 18.3 

イギリス間ボルネオ 19.2 3.5 15.7 5}j 0.2 q， 0.7 

イ ン ド 16.7 4.3 12.4 3.9 1.8 4.1 

ヒー ノレ 16.4 7.2 9.2 2.3 14.6 23.9 

シンガポール 14.0 0.6 13.4 23.3 1.2 5.9 

寸z イ γ 13.0 3.7 9.3 3.5 2.9 6.2 

呑 港 12.7 2.5 10.2 5.1 8.0 14.9 

ィ ヲイ連邦 11.6 1.8 9.8 6.4 1.0 3.4 

タ イ 10.6 6.7 3.9 1.6 2口6 24.7 

台 肖 8.7 6.0 2.7 1.5 31.7 37.6 

イ γ ドネ γ ア 2.3 2.3 。 1.0 1口5 15.8 

パキ λ タ ン 3.2 2.9 0.3 l.l 13.8 7.1 

以 上 言「 10.5 2.4 8.1 4.4 5.8 10.9 

第
八
十
八
巻

〆、

第
五
号

。

と
が
判
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
入
工

業
商
品
構
成
は
、
五
九
年
に
沿
W

て
す
で
に
そ
り
七
二
%
が
重

化
学
L
-
業
品
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
日
本
の
重
化
学
工
業
の

発
展
は
明
ら
か
に
江
遅
れ
て
M
V

る
。
ま
た
重
化
学
工
莱
品
と
い

っ
て
も
、
わ
が
国
の
場
合
、
化
学
肥
料
、
鉄
鋼
な
ど

ω比
重
が

ハ
向
く
こ
れ
が
輸
出
心
不
安
定
性
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
機
械
類
の
比
重
と
〈
に
一
般
産
業
機
械
の
比
重
が
高
ま
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

「
通
商
白
書
」
の
見
解
は
大
体
右
の
よ
う
で

P田 160)

あ
る
が
、
ど
心
よ
う
に
し
て
束
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
経
済
協
力

を
強
化
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
内
の
重
化
学
工
業
化
を
お
し

1961 

す
す
め
る
か
の
具
体
的
友
政
策
は
見
出
だ
き
れ
な
い
。
し
た
が

通商白吾

っ
て
こ
ζ

で
は
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
協
力
は
、

あ
く
ま
で
互
恵
・
平
等
の
原
則
白
土
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
、
困
内
の
重
化
学
工
業
化
は
、
労
働
者
階
級
の
犠
牲
に
お
H

〔通産省

τた
さ
れ
て
は
な
ら
た
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
ね
ば
な

b 
ぬ(1) 

通
産
省
、
通
商
白
書
一
九
六
一
年
、

一
五
五
頁
以
下



第14表

四
、
経
済
成
長
と
貿
易
収
支

% 

出
一

一
6

1

6

8

9

1

2

0

4

3

 

2

1

一
2

1

二
つ
の
統
計
表
を
か
か
げ
よ
う
。

第
M
表
を
み
る
と
最
近
五
ヶ
年
平
均
で
国
民
所
得
成
長
率
は
名
目

六
%
、
輸
出
成

政

1
1
1
年各

最近 5ヶ年の成長率

「白民福1輸

喜中日

|
|
一
糊一

(

長
率
は
一
四
・
四
%
で
非
常
に
高
い
。

第
日
表
を
み
る
と
、
輸
出
成
長
率
の
ふ
一
聞
い
に
拘
b
ず
、
輸
入
の
水
準
が
高
く
、
貿
易
収
支

は
慢
性
的
に
赤
字
で
あ
る
。
と
れ
は
高
い
国
民
所
得
成
長
率
の
結
果
で
あ
る
。

日
木
は
一
九
六
一
年
か
ら
、

H
わ
ゆ
る
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
に
着
手
し
、
モ
の
計
画

一
九

uuo一
年
を
目
標
と
し
、
そ
の
問
国
民
所
得
を
二
倍
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
目
標
数
字
を
み
よ
う
。

に
よ
る
と
、

目
標
年
次
で
あ
る
一
九
七

O
年
白
国
民
総
生
産
七
二
二
億
二
二
百
万
ド
ル
は
、
一
九
六

O
年
J
艮
の
約
二
倍
に
あ
た
る
。
国
民
所
得
は

五
九
一
一
億
=
二
百
万
ド
ル
で
、
一
人
当
り
国
民
所
得
は
、
五
七
九
ド
ル
と
な

U
、
一
九
五
七
年
の
西
ド
イ

y
、
フ
ラ
Y
ス
の
七
四
二
ド

1956 

1957 

1958 

1959 

1960 

ル
、
イ
タ
リ
ア
の
四

O
二
ド
ル
L

仁
比
較
し
て
み
る
と
、
十
年
後
に
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
準
に
近
づ
く
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。
乙
の

計
画
の
成
長
率
は
一
九
五
大
五
八
年
の
基
準
年
次
よ
か
ら
み
る
と
、
平
均
七
・
八
%
、
一
九
六

O
年
基
準
か
ら
み
る
と
七
・
二
%
で
あ

る。

ζ

の
成
長
率
は
、
最
近
の
わ
が
国
成
長
率
よ
り
も
低
い
が
、
諸
外
閣
の
成
長
率
は
も
ち
ろ
ん
、
白
い
と
い
わ
れ
た
戦
前
の
わ
が
国

と
の
上
う
に
一
両
い
成
長
率
は
、
わ
が
国
の
上
う
に
輸
入
依
存
率
の
高
い
国
で
は
当
然
に
輸
入
を
激
増
す
る
。

の
成
長
率
よ
り
も
高
加
。

E

D
上
う
左
輸
入
を
ま
か
去
う
た
め
白
輸
出
は
ど
白
よ
う
な
規
模
で
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
か
。
そ
ろ
い
っ
た
点
か
ら
輸
出
の

H
標
値
が
み
が

自
由
化
之
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

七

第
五
号



自
由
他
ー
と
日
本
貿
易

最近 5ヶ年の貿易収支

〈百万ドル〉

|輸出|輸入差額

1956 1 2，598 1 3，配市 -1.005 

1957 1 2，913 1 4，023 1-1，110 

1958 1 2，895 1 3，019 1 -124 

1959 1 3，612 1 3，940 1 -328 

1960 1 4，117 1 4，661 1 -543 

通関実績〔経済白書

第15表
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め
ら
れ
る
。

各年次〉

輸

出

輸
出
の
目
標
値
は
九
三
・
二
億
ド
ル
で
あ
る
。
年
平
均
成
長
率
は
一
O
%
で
あ
る
。
こ

第
八
十
八
巻

ノ¥

第
五
号

の
問
世
界
貿
易
の
平
均
成
長
率
は
四
・
五
%
と
み
と
ま
れ
る
の
で
、
世
界
貿
易
に
お
け
る

日
本
白
ジ
エ
ア
は
増
大
し
五
・
六
%
と
な
る
。

年
に
比
較
し
て
、

輸
出
商
品
構
成
の
変
化
は
次
の
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
。
基
準
年
度
一
九
五
六
五
八

一
九
七
O
年
に
は
、
軽
機
械
類
の
七
・
一
倍
、
機
械
類
及
び
運
般
用
機

-
九
的
、
薬
材
化
学
製
品
の
囚
・
一
倍
、
金
属
及
び
同
製
吊
白
=
了
六
情
臼

器
白
五
・
七
倍
、
雑
製
品
の
四

輸
出
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
繊
維
品
の
輸
出
は
、
約
二
倍
の
増
加
に
止
ま
り
一
、

構
成
比
は
三
二
・
五
%
か

b
一
八
・
五
%
に
減
ず
る
。

汰
に
輸
出
市
場
構
成
は
、
ア
メ
リ
カ
向
け
、
=
一
↓

四
億
ド
ル
、
ヨ
l

ロ

ツ
パ
向
け
一
一
-
一
一
一
億
ド
ル
と
た
っ

γ
お
り
、
先
進
工
業
困
向
け
輸
出
が
現

十
位
よ
り
も
そ
の
比
重
を
高
め
て
い
る
。
他
方
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
い
と
低
開

発
諸
国
に
対
し
て
は
、
そ
の
市
場
と
し
て
の
重
要
性
を
み
ー
と
め
た
が
ら
一
も
、

総
額
中
に
占
め
る
比
重
で
は
む
し
ろ
低
下
す
る
も
の
ー
に
み
て
い
る
。
す
な
わ

ち
先
進
工
業
国
向
け
輸
出
が
三
六
%
か
ら
同
六
併
と
上
昇
す
る
の
に
対
し
、

第16表

国民俗生産

国民所得

輸 出

輸 入

備考(J) 基準年次'"1956-58年平

均。こり数次中輸出入は，

経済白書の数字との問に誤

差がある。

(2) 計画の若手は 1同1年

(経済審議会，国民所得倍増計画〉



非
工
業
国
向
け
輸
出
は
、
六
一
%
か
ら
四
九
%
に
低
下
す
る
と
み
て
い
る
。

輸

入

輸
入
白
目
標
値
は
、
目
標
年
次
の
国
民
総
生
産
あ
る
い
は
国
民
所
得
の
規
模
と
、
輸
入
依
存
度
か
ら
導
斉
一
出
き
れ
た
。
総
額
ば
九
八

・
九
億
ド
ル
で
、
基
準
年
皮
の
ご
了
二
倍
、
年
平
均
成
長
率
は
九
・
三
%
で
あ
る
。
輸
入
依
存
度
は
、
一
四
・
一
%
か
ら
、
一
六
・
七

%
に
上
弁
ず
る
。

輸
入
商
品
構
成
に
お
け
る
主
た
る
変
化
は
、
食
料
の
比
重
の
減
少
、
原
材
料
の
比
重
の
減
少
と
半
製
品
治
よ
び
鉱
物
性
燃
料
の
比
重

生
活
水
準
D
上
丹
に
よ
る
消
費
財
輸
入
の
増
加
に
よ
る
。

の
増
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
構
成
比
増
加
の
著
し
い
も
の
は
完
成
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
産
業
の
高
度
化

r伴
号
機
械
輸
入
白
増
加
、

二
了
六
%
か
ら
二
三
・
大
%
と
な
る
。
鉱
物
性
燃
料
は
一
五
・
二
%
か

b

一
八
・
八
%
へ
。
原
材
料
は
四
六
%
か
ら
三
八
・
一
二
%
へ
。
半
製
品
は
若
干
と
昇
し
て
一
一
・
一
%
へ
。
食
料
品
は
一
七
・
三
助
か
ら

八
・
一
%
へ
そ
れ
ぞ
れ
構
成
比
を
変
化
す
る
。

輸
入
市
場
構
成
に
づ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
若
干
U
低
下
、
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
臼
上
日
引
を
見
越
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
づ
い
て
は

そ
の
比
重
心
低
下
を
見
越
し
な
が
ら
も
、
経
済
協
刀
白
見
地
か
ら
買
付
促
進
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
日
棋
士
一
市
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
楳
に
到
達
す
〈
曹
具
体
的
友
政
策
を
欠
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
対
す

る
一
評
価
も
、
か
な
り
抽
象
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

一
、
二
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

第
一
は
市
場
関
係
に
つ
い
て
の
見
通
し
で
あ
る
。
世
界
貿
易
の
成
長
率
が
四
・
五
%
に
対
し
て
、
ひ
と

p
日
本
だ
け
が
一
O
%
と
い

三
一
両
い
成
長
率
を
維
持
す
る
己
と
に
は
恐
b
く
並
々
な
ら
ぬ
悶
難
が
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
と
己
数
年
間
の
日
本
白
輸
出
は
早
い
成
長
を

と
げ

一
九
五
五
年
以
来
、
五
ク
年
間
で
殆
ん
ど
二
佑
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
五
五
年
に
い
た
る
ま
で
の
日
本
の
輸
出
が
余

自
由
化
と
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

九

第
y

九
号



官
由
化
と
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

O 

第
丘
号

回

り
に
小
さ
か
っ
た
た
め
で
、
五
五
年
の
統
討
を
み
る
と
、
鉱
工
業
生
産
が
、
戦
前
(
一
九
三
四
1
三
六
年
)
の
一
八
九
%
、
国
民
所
得

が
一
四
九
%
で
あ
づ
た
の
に
対
し
、
輸
出
は
ま
だ
わ
ず
か
七
五
%
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
五
五
年
以
来
の
輸
出
成
長
率
が
高
か

っ
た
り
は
、
む
し
ろ
他
の
諸
指
標
に
対
す
る
遅
札
を
取
戻
す
過
程
で
あ
っ
た
と
見

b
れ
な
く
は
な
い
。
だ
か

b
今
後
十
年
間
も
こ
れ
と

同
じ
よ
う
な
早
い
テ
ン
ポ
で
成
長
す
る
と
考
え
る
と

ιに
は
平
ゃ
無
理
が
あ
る
の
で
は
沿
い
か
。
貿
易
自
由
化
の
下
で
、
今
後
世
界
の

市
場
競
争
が
益
々
激
化
す
る
こ
と
を
卜
分
考
慮
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
輸
出
市
場
の
構
成
比
に
つ
い
て
、
マ
ソ
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
y

パ
な
ど
工
業
国
の
ジ
エ
ア
を
大
き
く
み
つ
も
り
、
現
在
非
工
業
国
と
よ
ば
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
在
ど
の
ジ
エ
ア
を
減

少
す
る
と
与
な
す
こ
と
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
工
業
化
を
お
し
す
す
め
る
過
程
に
沿
い
て
、
こ
れ

b
D
国
々
に
わ
け
る
国
際

収
支
臼
困
難
は
そ
ち
簡
単
に
解
消
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
左
い
。
け
れ
ど
も
工
業
化
に
づ
れ
て
生
産
諸
力
が
上
民
間
し
、
輸
出
能
力
が
幾
分

で
も
強
化
す
る
な

b
ば
、
モ
礼
だ
け
国
際
一
収
支
白
困
難
は
解
消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
さ

b
に
注
意
す
や
へ
き
こ
と
は
、
戦
後
日
日
本
の

輸
出
に

b
H
て
ア
ジ
ア
の
比
重
が
低
下
し
た
も
っ
と
も
大
き
い
原
因
と
し
て
、
対
中
国
貿
易
の
激
減
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
十
ケ

年
の
問
に
対
中
国
白
関
係
に
何
b
か
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
将
来
の
わ
が
輸
出
構
成
比
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
大
き
く
変
化
す
る
で
あ
る

ぅ
。
要
す
る
に
ア
シ
ア
貿
易
の
停
滞
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

一
O
%
と
い
う
高
い
輸
出
成
長
率
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
、
か
た
り
由
無

理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
は
輸
出
競
争
力
に
つ
い
て
の
見
通
し
で
あ
る
。

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
は
、
基
準
年
度
に
比
較
し
て
、
全
産
業
白
成
長
率
を

年
率
七
・
八
%
、
就
業
者
増
加
率
を

-
二
%
、

一
人
当
り
労
働
生
産
性
増
加
率
を
六
・
六
%
と
み
つ
も
っ
て
い
る
。
輸
出
競
争
力
は
、

労
働
白
相
対
生
産
性
と
、
相
対
賃
金
に
よ
ヲ
て
大
宮
〈
左
右
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
最
近
数
ヶ
年
聞
に
ゐ
け
る
日
本
の
労
働
生
産
性
の
上

昇
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
け
れ
乙
も
、
同
じ
よ
う
た
状
況
が
今
後
十
年
間
縦
続
し
、
年
率
六
六
%
を
維
持
し
う
る
か
ど
う
か
に



は
疑
問
が
も
た
れ
る
。
も
し
労
働
生
産
性
心
期
待
遇
り
の
上
井

r失
敗
す
る
場
合
に
は
、
賃
金
コ
兄
ト
の
引
下
げ
の
十
め
に
、
当
然
低

賃
金
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
交
易
条
件
は
長
期
的
に
悪
化
の
傾
向
を
た
ど

b
ざ
る
を
え
な

w
o
交
易
条
件
の
悪
化
に
よ
る
輸
同
ド
ラ

イ
ヴ
と
い
う
貿
易
拡
大
の
方
法
は
、
戦
前
の
日
本
が
国
際
社
会
で
強
〈
非
難
を
う
け
た
方
法
で
あ
る
。

(2) (1) 

経
済
審
議
会
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
、
八
頁
。

同

右

、

一

七

回

亘

以

下

。

後
言己

こ
の
論
文
は
十
二
月
カ
ヲ
チ
で
開
催
芦
れ
る
「
ア
ジ
ア
貿
晶
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
提
出
さ
れ
る
べ
1

ハ
ー
の
邦
文
で
あ
る
。

百
由
化
と
日
本
貿
易

第
八
十
八
巻

第
五
号
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